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下の図１に示した立体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨは、１辺の長さが３ｃｍの立方体である。点Ｐは、この
立方体の内部および全ての面、全ての辺上を動く点である。頂点Ａと点Ｐ、頂点Ｂと点Ｐをそれぞ
れ結ぶ。ＡＰ＝ａｃｍ、ＢＰ＝ｂｃｍとする。次の各問に答えよ。ただし、円周率は π とする。

〔問１〕
点Ｐがａ＝ｂ＝３を満たしながら動くとき、点Ｐはある曲線上を動く。
点Ｐが動いてできる曲線の長さは何ｃｍか。

〔問２〕
下の図２は、図１において、頂点Ｄと頂点Ｅ、頂点Ｄと頂点Ｆ、頂点Ｅと点Ｐをそれぞれ結び、
点Ｐが線分ＤＦ上にある場合を表している。ａ＋ｂの値が最も小さくなるとき、立体Ｐ―ＡＤＥ
の体積は何ｃｍ 3 か。ただし、答えだけでなく、答えを求める過程が分かるように、図や途中の
式などもかけ。
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〔問３〕
下の図３は、図１において、ａ≧ｂのとき頂点Ｈと点Ｐを結んだ場合を表している。ＨＰ＝ｃｃｍ
とし、点Ｐがｂ＝ｃを満たしながら動くとき、点Ｐはある多角形の辺上および内部を動く。点Ｐ
が動いてできる多角形の面積は何ｃｍ 2 か。 

@再掲@
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